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【課題の概要】 
腸管上皮細胞は、粘膜免疫システムと腸内細菌を隔てるバ

リアとして機能する。本研究は、腸内細菌をトラップし、そ

の組織内侵入を阻止する Lypd8 や Muc2 が糖鎖に富んだタン

パク質である点に着目し、腸管バリアにおける糖鎖修飾の重

要性を明らかにすることを目的としている。 
応募者は既に大腸上皮で特異的に発現する糖転移酵素を複

数同定しており、そのノックアウトマウスやヒト炎症性腸疾

患検体を用いた詳細な解析を計画している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、Lypd8 に関する応募者自身の知見を基に、腸管

恒常性における糖鎖修飾の重要性に迫る点に独自性があり、

腸内細菌と粘膜免疫システムの両面から解析する点に、学術

的意義がある。既にヒト炎症性腸疾患において、糖転移酵素

のミスセンス変異が見いだされており、本研究の成果は、炎

症性腸疾患のメカニズム解明や糖鎖修飾の生理的・病的意義

の理解に大きく貢献することが期待される。 

 


